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シンポジウム５：Beyond 2020＋1ハイパフォーマンススポーツからライフパフォーマンスへ

ハイパフォーマンススポーツについて考える
ための視点―東京 2020大会に関わる

取り組みを通して―
勝田 隆＊

新型コロナウイルス感染症によるパンデミック
という未曾有の状況において開催された 2020東
京オリンピック・パラリンピック競技大会（以下
「東京 2020大会」とする）における日本選手の活
躍は，歴史に大きく刻むものであった．
ここでは，その日本選手団をトレーニングおよ
び医・科学・情報の面から支援した「ハイパ
フォーマンススポーツセンター（HPSC）」の立場
から，「ハイパフォーマンススポーツ」について考
える際に，私が重要と考えている視点について言
及したい．

●1．はじめに

最初に，HPSCの概要と 2020東京大会における
取り組みについて紹介する．
ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）
は，国立スポーツ科学センターとナショナルト
レーニングセンターの機能を一体的に捉えた日本
における国際競技力向上の中核拠点と位置づけら
れている１）．
ここでは，トップアスリートがオリンピックや
パラリンピック競技大会をはじめとする国際競技
力向上に資する様々な取り組みを行なっている．
具体的には，スポーツ科学・医学・情報に関する
現場サポートや実践的研究，集中的にトレーニン
グを行うための環境の提供，アスリートの発掘・
育成や女性アスリートの戦略的強化・支援など，
があげられる．
一方，東京 2020大会では，大会直前及び期間中，

HPSCを補完する施設として選手村近くに「村外
サポート拠点」を 2か所設置し，それぞれの立地
や機能などの特徴を活かしサポートを展開した２）．

●2．ハイパフォーマンススポーツとい
う言葉の捉え方と国内外の動向

（1）ハイパフォーマンススポーツという言葉
の概念

そもそも「ハイパフォーマンススポーツ」とは
どのような意味なのか．辞書によると perform-
anceという単語は，“per（貫き通す・徹底的に）”
と“form（形（カタチ）”，そして“ance（行動・
状態・性質）”という 3つの意味を持つ語から組成
されているという３）．
このような言葉の成り立ちから私は，ハイ・パ

フォーマンスについて「高いレベルで徹底的に形
にすること（行動・行為）」と意訳し，その際，「見
える化」や「分かりやすさ」などが重要と考えて
いる．
（2）国内外の動向
文部科学省は，ハイパフォーマンススポーツに

ついて「スポーツの卓越性（Performance Excel-
lence）を目指すスポーツ活動」と定義している４）．
また，日本スポーツ振興センターは，HPSCの構
築あたりハイパフォーマンスを，「世界最高峰の舞
台において求められる競技力」と意味付けてい
る５）．
諸外国について概観すると，たとえば，ニュー

ジーランドでは，オリンピック及びパラリンピッ
ク大会におけるメダル獲得に関する責任組織とし
て「High Performance Sport New Zealand」が設置＊ 国立スポーツ科学センター
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されている６）．
アジアに目を向けると，シンガポールの政府系
スポーツ統括団体であるスポーツ・シンガポール
にハイパフォーマンス部門が設置され，競技力向
上の取り組みが行なわれている７，８）．
この他，国内の大学などにおいてもハイパ
フォーマンスという言葉を用いたシステムや組
織，取り組みなどが散見される９）．
以上のような国内外の動向から，ハイパフォー
マンススポーツに関する活動には，次のような側
面が類似的に見て取れる．
①競技性の高いアスリートの育成・強化に資す
る活動
②国際的な競技大会やリーグ等での成果に資す
る活動
③国または政府系機関，大学等公的あるいは組
織との関連性

●3．ハイパフォーマンススポーツの推
進について

以下，ハイパフォーマンススポーツの推進につ
いて考える際に，重要と思われる視点の幾つかを
紹介する．
［視点 1］パフォーマンスを発揮する「場」
競技スポーツにおいて，「試合：game， match，
race」はその中核的な「場」として位置づけられる
だろう．競技者は，この舞台（試合）での勝利や
ベストパフォーマンスの発揮を目指し研鑽を重
ね，ここでの結果や内容から自己の課題や可能性
など多くのことを学ぶ．もちろん，競技者に直接
的に関わる者もその部外者ではない．さらに，オ
リンピックやパラリンピックのような大規模大会
におけるパフォーマンスは，多くの人（みる者）の
注目を集める．
このようなことから，私は，パフォーマンスを
発揮する試合や大会といった場が「夢の舞台」と
して健全に存在することが，ハイパフォーマンス
スポーツの推進において極めて重要と捉えてい
る．
［視点 2］パフォーマンス向上に資する医・科学
支援
ハイパフォーマンスの向上に，「科学の適切な活
用」が不可欠であることは言うまでもないことで
あろう．その際，科学的という観点から私は「エ
ビデンスベース（evidence-based：根拠に基づ

く）」を常に心がけることが重要と考えている．こ
れは，取り組みのプロセスや結果を，「形（カタチ）」
にし，「見える化」あるいは「分かりやすく」伝え
ることにも繋がる．
また，エビデンスベースに関しては，仮説や課

題，基準などの設定が重要であり，個人的あるい
は同質の集まりによる関心やニーズだけで検討す
るのではなく，現場や他分野の専門家の視点・意
見などを適切に取り入れる工夫や仕組みづくりも
重要と考えている．
いずれにしても，科学の適切な活用については，

反証可能性や追試も含め，外部や他分野との接点
を重視し，計画的かつ総合的にすすめることが推
進の鍵となる．
［視点 3］結果とプロセス全体を視野に置いた関
係団体の連携と協働
ハイパフォーマンススポーツは，社会の注目を

集めその影響も他のスポーツ活動と比して大き
い．したがって，その取り組みの推進にあたって
は，公共性や公益性の視点を念頭におき，関係す
る組織が，密接に連携・協働していくことが不可
欠と考える．
その際，特に，（取り組みの）プロセスや結果を，
定期的，客観的かつ組織的な観点から分析・検証
し，適切に公開するシステムを構築することが重
要である．これは，特に，公的かつ組織的な支援
を伴う取り組みにおいて不可欠な機能と位置づけ
られる．
いずれにしても，関係団体の連携と協働という

仕組みは，その取り組みの継続性や発展性といっ
た観点からも「推進の鍵」と私は捉えている．

●4．まとめにかえて

新型コロナウイルス感染症に加え，地球温暖化
や海洋汚染，地域・教育・経済等の格差，そして
人口減少，少子・高齢社会の問題など，私たちは
今，さまざまな社会的課題に直面している．また，
情報化やテクノロジーの急激な進化とも向き合っ
ている．今後，これらの課題や変化は，スポーツ
はもとより人間の本質的な価値観や行動に大きな
影響を与えるだろう．
このような時代において「未来」に良きバトン

を繋ぐためには，国や立場，分野を越えた信頼と
協力が不可欠であり，これからのスポーツを考え
るときに，スポーツが，さまざまな社会課題の解
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決にどのように資するのか，その視点を忘れては
ならないと私は心に留めている．
国際舞台を中心に展開されるハイパフォーマン
ススポーツが，単なるメダル獲得の競い合いに終
わる事無く，より良き社会の発展にさらに「役立
つもの」となるようカタチにしていくことが，今
後の HPSCの活動においても求められている．
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